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   8th Japanese-Swedish Workshop on Biotechnology, Stockholm-Uppsala, Sweden. (November, 2004) 

   Yutaka Tamaru 

８ コンビナトリアル・バイオエンジニアリングによるケモゲノミクスの新展開 

第 57 回日本生物工学会大会シンポジウム，つくば国際会議場（つくば市）．（2005 年 9 月） 

田丸 浩 

９ A new approach for drug discovery by embryoarray technology 

2nd Combinatorial Bioengineering International Meeting, Osaka, Japan. (October, 2005) 

Yutaka Tamaru 



10 小型魚類による次世代型ポストゲノム研究－分子ライブラリーの効率的な利用を目指して－ 

第 3 回コンビナトリアル・バイオエンジニアリング会議（大阪市）．（2006 年 11 月） 

田丸 浩 

11 ２１世紀新資源分子ライブラリー：酵素合成と化学合成の新しい融合に向けてー網羅的ケモゲノミク

スの新展開－ 

2006 年度日本農芸化学会大会シンポジウム，京都女子大（京都市）．（2006 年 3 月） 

田丸 浩 

12 小型魚類を用いた次世代型バイオテクノロジー研究開発 

リーディング産業展みえ（四日市市）．（2006 年 11 月） 

田丸 浩 

13 ゼブラフィッシュにおける生体内分子イメージング 

自然科学研究機構分子科学研究所研究会（岡崎市）．（2007 年 5 月） 

田丸 浩 

14 魚類抗体生産の新規検出法 

JST 東海三大学新技術説明会，JST 東京（東京都）．（2007 年 7 月） 

田丸 浩 

15 脊椎動物モデル：ゼブラフィッシュ研究の最前線―魚でヒトを釣る次世代型ポストゲノム研究戦略― 

第 1 回三重大学先端研究シンポジウム，三重大学東京オフィス（東京都）．（2007 年 12 月） 

田丸 浩 

16 A new approach for protein production using embryoarray technology 

GSU Biotech Symposium 2008, Atlanta, U.S.A. (August, 2008)  

Yutaka Tamaru 

17 Analysis of Fish Immune Response through Bacterial Stimulation and Its Application to Oral Vaccination for the 

Cultured Marine Fishes 

2nd World Conference on Magic Bullets - Ehrlich II，Nürnberg, Germany. (October, 2008) 

Yutaka Tamaru 

18 ゼブラフィッシュによるタンパク質生産系の構築 

2009 年度日本農芸化学会，福岡国際会議場（福岡市）．（2009 年 3 月） 

田丸 浩 

19 新しい実験モデル動物：目から鱗の“透明キンギョ”の開発 

日本実験動物学会東海支部特別セミナー，三重大学（津市）．（2010 年 7 月） 

田丸 浩 

20 Genome sequence and comparison of the cellulosome-producing mesophilic organism Clostridium cellulovorans 

with other cellulosome-related Clostridial genome 

11th Clostridium Meeting, San Diego, U.S.A. (September, 2010)  



Yutaka Tamaru 

21 Genome sequence and comparison of the cellulosome-producing mesophilic organism Clostridium cellulovorans 

with other cellulosome-related Clostridial genome 

 4th Japan-Korea Biomass Symposium, Kyoto, Japan. (November, 2010) 

Yutaka Tamaru 

22 Designable cellulosome for the degradation of cellulosic biomass towards biorefinery 

BIT's 1st Annual World Congress of Agricultural Biotechnology, Changchun, China. (October, 2011) 

Yutaka Tamaru 

23 セルロソーム生産嫌気性菌 Clostridium cellulovorans による次世代型バイオリファイナリー研究

開発 

H24 年度日本化学会年会, 慶応大学日吉キャンパス（横浜市）．（2012 年 3 月） 

田丸 浩 

24 微生物から魚まで：超チャレンジング研究への挑戦 

第 20 回農芸化学 Frontiers シンポジウム, 聖護院（京都市）．（2012 年 3 月） 

田丸 浩 

25 魚類を用いた“ものづくり”バイオ研究 

2012 年度日本生物工学会中部支部例会，名古屋大学（名古屋市）．（2012 年 8 月） 

田丸 浩 

26 セルロソーム生産菌ゲノム情報を活用した CBP 型バイオ燃料生産微生物の創製 

2013 年度日本農芸化学会大会，東北大学（仙台市）．（2013 年 3 月）（第 9 回農芸化学研究企画賞受

賞講演） 

   田丸 浩 

27 ギョギョ！古くて新しい実験モデル：キンギョ 

第 60 回日本実験動物学会総会若手企画ワークショップ，つくば国際会議場（つくば市）．（2013 年 5

月） 

田丸 浩 

28 ゼブラフィッシュ研究の最前線とその安全性研究（生殖発生毒性） 

第 31 回関西生殖発生毒性フォーラム教育講演，武田薬品工業㈱大阪工場（大阪市）.（2013 年 9 月） 

田丸 浩 

29 バイオマス発電の廃熱を利用した高付加価値フィッシュ・ファクトリーの創製～陸上養殖：現状と将

来展望～ 

第 8 回陸上養殖勉強会セミナー，アジア太平洋トレードセンター（大阪市）．（2015 年 11 月） 

田丸 浩 

30 魚類バイオテクノロジーを用いたバイオ医薬品開発 

酵素工学研究会第 75 回講演会，京都大学益川ホール（京都市）．（2016 年 4 月） 



田丸 浩 

31 古くて新しいモデル魚類：透明金魚の創製 

京都バイオ計測センターシンポジウム，京都リサーチパーク・サイエンスホール（京都市）．（2016

年 8 月） 

田丸 浩 

32 Biorefinery for agricultural wastes by using consolidated bioprocessing of mesophilic Clostridia 

The e-ASIA JRP International Workshop 2016 on “Green and Renewable Energy Technology for Sustainable 

Environment”, Family Boutique Hotel, Vientiane Capital, Lao P.D.R.（2016 年 10 月） 

Yutaka Tamaru 

33 Natural strategies for biomass degradation on the cellulosome-producing anaerobes 

 1st International Symposium of Cell Surface Structures and Functions, Nagoya University.（November, 2017） 

Yutaka Tamaru 

34 バイオマスセミナー in 和歌山: 廃棄する農林水産物を原料としたバイオマス利活用技術の実用化

例－木質バイオマス発電，バイオプラスチック，セルロースナノファイバーなど－ 

近畿経済産業局バイオマス利活用 in 和歌山，和歌山県勤労福祉会館（和歌山市）．（2018 年 2 月） 

田丸 浩 

35 地域バイオマスを活用した エコ・バイオマスタウン構想 

第 100 回バイオマス利用研究会，京都高度技術研究所（京都市）．（2018 年 11 月） 

田丸 浩 

36 地域活性のあり方と新エネルギーを考える 

NPO 法人近畿バイオインダストリー振興会議 公開セミナー，神戸大学先端融合研究環統合研究拠

点コンベンションホール（神戸市）．（2018 年 11 月） 

田丸 浩 

37 魚類評価系による機能性成分と標的分子の探索 

健康科学食品研究会，三重大学伊賀教育研究拠点（伊賀市）．（2018 年 12 月） 

田丸 浩 

38 バイオマスカスケード利用による SDGs への取組み 

高分子学会 高分子同友会勉強会，イーオンコンパス大阪駅前会議室（大阪市）．（2019 年 7 月） 

田丸 浩 

39 サーキュラーエコノミーに基づく地域バイオコミュニティの構築 

第 20 回バイオマス部会・研究会合同交流会, 京都高度技術研究所（京都市）．（2020 年 11 月） 

田丸 浩 

40 バイオリファイナリーの近況とその動向〜資源作物ソルガムのカスケード利用について〜 

情報技術センター講演会，御茶ノ水・連合会館（東京都）．（2022 年 4 月） 

田丸 浩 



41 グリーン&ブルーカーボンを活用したバイオものづくり研究開発―脱炭素社会・カーボンリサイクル

を実現するー 

情報技術センター講演会，御茶ノ水・連合会館（東京都）．（2023 年 8 月） 

田丸 浩 

 

（７）所属学会  

  １ 日本生物工学会（代議員，2000-現在；2021-2023 理事・中部支部長） 

２ 日本生化学会（代議員，2002-現在；2023-現在，中部支部副支部長） 

３ 日本農芸化学会（2001-現在） 

４ 日本分子生物学会（2001-現在） 

５ 日本薬理学会（2001-現在） 

６ 日本実験動物学会（2013-現在） 

７ マリンバイオテクノロジー学会（2013-現在） 

８ 日本ゲノム編集学会（2016-現在） 

９ American Society for Microbiology（1997-現在） 

 

（８）学会活動 

①委員会等 

   １ 日本生物工学会・非線形バイオシステム研究部会 代表（2020-2024） 

２ 日本生物工学会・メタボロミクス研究部会 委員（2007-現在） 

３ 第 16 回マリンバイオテクノロジー学会大会 実行委員長（2014 年 5 月） 

②関連実績 

１ Recent research advances on nonlinear phenomena in various biosystems 

     Journal of Bioscience and Bioengineering, 136, 2, 2023, 75-86. 

Yutaka Tamaru, Shuji Nakanishi, Kenya Tanaka, Mitsuo Umetsu, Hikaru Nakazawa, Aruto Sugiyama, 

Tomoyuki Ito, Naofumi Shimokawa, and Masahiro Takagi 

   ２ A novel application of metabolomics in vertebrate development 

     Biochemical and Biophysical Research Communications, 386, 2009, 268-272. 

Shunsuke Hayashi, Shinichi Akiyama, Yutaka Tamaru, Yasuaki Takeda, Toshinobu Fujiwara, Kunio 

Inoue, Akio Kobayashi, Shingo Maegawa, Eiichiro Fukusaki 

 

（９）研究活動 

①国際共同研究 

１ 平成 25 年度 日本学術振興会頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム 

「生物資源の多面的高度利用のための国際的教育研究拠点の形成」 

本プロジェクトの副担当研究者で三重大学-オランダ側との交流代表を担当 

三重大学―ゲント大学（ベルギー）―ユトレヒト大学・ワーゲニンゲン大学（オランダ） 

②学際的研究等  

１ 平成 25-26 年度 ＮＥＤＯ新エネルギーベンチャー技術革新事業 



「未利用柑橘類を活用したバイオ燃料生産の技術開」 

 微生物糖化・発酵システムによるバイオブタノール製造を担当 

辻精油株式会社－三重県御浜町－三重大学 

２ 平成 28-30 年度 内閣府地方創生推進交付金事業 

「アワビ養殖の確立と企業経営による雇用創出プロジェクト」 

クロアワビの部分ゲノム解読とアワビ共生菌の網羅的解析を担当 

三重外湾漁業協同組合－三重県南伊勢町－三重大学 

 

（１０）社会活動 

①審議会委員等による国・地方公共団体の政策策定への貢献 

  １ みえバイオリファイナリー研究会（三重県雇用経済部・技術顧問） 

  ２ 三重県新エネルギービジョン推進会議（三重県雇用経済部・委員） 

②製品・方式の標準化への貢献 

１ ゼブラフィッシュ DNAマイクロアレイ（平成 14年度補正経済産業省地域コンソーシアム事業） 

２ 軟Ｘ線試料容器（平成 14 年度補正経済産業省地域コンソーシアム事業） 

３ ゼブラフィッシュ受精卵専用自動インジェクション装置（平成 21-23 年度 JST 先端計測分析技

術・機器開発事業） 

４ 微生物処理によるセルロース系バイオマスからのバイオアルコール製造（平成 25-26 年度 

NEDO 新エネルギーベンチャー技術革新事業） 

③研究成果が社会実装された実績 

１ 2009 年 12 月 透明金魚ミエミエ（日本分子生物学会で発表） 

２ 2015 年 1 月  国家戦略特区：次世代農村の創造（バイオブタノール生産） 

 


